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Ⅰ．Ⅰ．20092009年度年度業績業績
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１．連結損益計算書１．連結損益計算書

7.3

△ 1.8

△ 22.5

△ 13.2

△ 10.8

△ 4.0

％

増減率

8.9

17.8

13.4

△ 3.4

％

△ 1,19565,81967,014連 結 E B I T D A

2,43835,87133,432減 価 償 却 費

△ 3,47011,97615,446連結当期純利益

△ 3,99526,26430,260連結経常利益

△ 3,63329,94733,581連結営業利益

△ 16,903403,247420,150連結営業収益

増減額2010/32009/3

〈単位：〈単位：百万円〉百万円〉

　　　　　　　　　運輸業　　　　流通業　　　不動産業　 ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業　　 その他

（営業収益） △ 38億円　 　△ 127億円 　 ＋ 13億円 　 △ 54億円 ＋ 7億円

（営業利益） 　 △ 22億円　 △ 10億円　 △ 3億円　　 △ 5億円　 ＋ 6億円

（注）１．連結ＥＢＩＴＤＡは、連結営業利益　＋　減価償却費 により算出している。

　　　２．事業セグメント別の営業収益、営業利益の増減額には、セグメント間取引を含む。

△ 9.7△ 8,37277,62485,996資本的支出[参考]

2010/3

当初計画増減率
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１－２　主な業績の変動１－２　主な業績の変動要因要因

＜不動産業：＜不動産業：増収増収減益減益＞＞

＜ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業＜ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業
　　　　　　　　：　　　　　　　　：減収減益減収減益＞＞

＜流通業：＜流通業：減収減益減収減益＞＞

＜運輸業：＜運輸業：減収減益減収減益＞＞

＜その他：＜その他：増収増益増収増益＞＞

[[連結営業収益・営業利益連結営業収益・営業利益]]

→（百貨店業）景気悪化による売上減　　　　　　　
　

→（鉄道事業）減価償却費の増　　　　

→（不動産賃貸業）新規物件の稼働　

　（不動産販売業）土地販売による増

→（旅行業） 取扱高の減

→（建築・土木業）完成工事高の増加
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２．連結貸借対照表２．連結貸借対照表 〈単位：百万円〉〈単位：百万円〉

39,636731,728692,091負 債 及 び 純 資 産

10,648249,521238,873純 資 産

28,988482,207453,218負 債

39,636731,728　　692,091総 資 産

増減額2010/32009/3

工事代金の支払による現金及び預金の減

　　(総資産)

　(負　債) 

(純資産) 

社債の発行 　　　　
長期借入金の増

当期純利益の計上による増
その他投資有価証券評価差額金の増

有形固定資産・投資有価証券の取得による増

（注）１．有利子負債は、借入金＋社債＋鉄道建設・運輸施設整備支援機構未払金 により算出している。　

　　　２．Ｄ／Ｅレシオは、有利子負債÷自己資本により算出している。

　　　－1.2倍1.2倍Ｄ ／ Ｅ レ シ オ

24,953308,748283,794有 利 子 負 債 残 高
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３．連結キャッシュ・フロー計算書３．連結キャッシュ・フロー計算書 〈単位：百万円〉〈単位：百万円〉

（営業活動ＣＦ）　　法人税等の支払額の減　

　 　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　

（投資活動ＣＦ）　　投資有価証券の取得による支出の増　　　
　　 　 　　　

（財務活動ＣＦ）　　借入金による調達の減　　

△ 11,02520,448　 31,474財務活動によるキャッシュ・フロー

△ 　8,969△ 91,813　△ 82,844投資活動によるキャッシュ・フロー

10,67754,663　43,986営業活動によるキャッシュ・フロー

増減額2010/32009/3
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112
(36.3%)

47
(15.2%)

91
(29.3%)

27
(8.9%)

31
(10.3%)

1,270
(28.3%)

1,724
(38.4%)

253
(5.6%)

652
(14.5%)

591
(13.2%)

４４. . 事業セグメントの構成状況（事業セグメントの構成状況（20102010年年33月末）月末）

＜ 営業利益 ＞ 2010/3 　299億円

＜ 営業収益 ＞ 2010/3 4,032億円 ＜単位：億円＞＜単位：億円＞

運 輸 業

京王電鉄
京王電鉄バス
京王自動車
他　7社

流 通 業

京王百貨店
京王ストア
京王書籍販売

他　6社

不動産業

京王電鉄
京王不動産

京王地下駐車場

＜ 連結会社 ＞　３７社 ((京王電鉄は複数の事業セグメントに重複して含まれている）京王電鉄は複数の事業セグメントに重複して含まれている）

（注）　セグメントの数値は、セグメント間取引を含む金額、構成比率である。

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業

京王ﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ
京王観光

京王ｴｰｼﾞｪﾝｼｰ
他　4社

その他

京王設備ｻｰﾋﾞｽ
京王重機整備

京王建設
他　8社

＜単位：億円＞＜単位：億円＞



9

５．運輸業の実績５．運輸業の実績

％

9.923,54321,414減 価 償 却 費

△ 2.9124,137127,827外部顧客に対する営業収益

△ 12.82,2262,554そ の 他

△ 2.9127,099130,956営 業 収 益

－2,9623,129セ グ メ ン ト 間 取 引

△ 16.511,29713,528営 業 利 益

△ 19.649,21961,180資 本 的 支 出

△ 10.512,30613,749タ ク シ ー 業

△ 2.628,10428,844バ ス 事 業

△ 1.481,50082,680鉄 道 事 業

増減率2010/32009/3

〈単位：百万円〉〈単位：百万円〉
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５－１．鉄道事業運輸成績５－１．鉄道事業運輸成績

△ 4,005

△ 3,142

△ 863

△ 1,894

1,031

千人

増　減

％千人千人

△ 0.6633,175637,180合 計

△ 1.2268,479271,621定 期 外

△ 0.2

△ 0.7

1.1

364,696

272,785

91,911

365,559

274,679

90,880

定 　 　 　 期

（ 通 　 　 勤 ）

（ 通 　 　 学 ）

増減率2010/32009/3

△ 885

△ 561

△ 323

△ 343

19

百万円 ％百万円百万円

△ 1.179,18080,065合 計

△ 1.245,55646,117定 期 外

△ 1.0

△ 1.1

0.5

33,624

29,989

3,634

33,948

30,333

3,614

定 　 　 　 期

（ 通 　 　 勤 ）

（ 通 　 　 学 ）

＜旅客運輸収入＞

＜輸送人員＞
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△ 0.6

△ 1.2

△ 0.2

△ 0.7

1.1

％

輸送人員

△ 1.1

△ 1.2

△ 1.0

△ 1.1

0.5

％

旅客運輸
収入

合 計

定 期 外

定 　 　 　 期

（ 通 　 　 勤 ）

（ 通 　 　 学 ）

主な増減要因

※人員と収入の増減率の
　乖離要因

・6ヶ月定期へのシフト

・一人平均乗車キロの減

△雇用状況の悪化

△消費減退による出控え

＋大規模マンション建設

５－２５－２．旅客輸送人員・運輸収入の分析

＜対前年増減率の分析＞

京王八王子

橋本

調布

明大前

大規模マンション建設

消費減退による出控え

雇用状況の悪化
高尾山口　

7.0％

新宿
△1.3％

渋谷
△0.8％

高尾山
ミシュラン三ツ星
イベント・PR 等

吉祥寺

南大沢
4.0％

フレンテ南大沢新館
東京ミートレア 開業 相模原線　0.7％

井の頭線 △0.6％

京王線　△1.0％

※路線図上の数値は輸送人員・各駅乗降人員の対前年増減率
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５－３５－３．バス事業の営業状況．バス事業の営業状況

△ 0

△ 8

△ 0

△ 1

△ 5 

億円

増減

77貸 切

217222路 線

億円億円

1819営 業 利 益

288297営 業 収 益 合 計

4446高 速

2010/32009/3

＜京王電鉄バスグループ、西東京バスグループの収支状況＞

※　各バスグループ間において簡易連結した数値を合算

　　　　　　高速バス　中央高速バス系統を中心に減収

○営業収益：路線バス　都区内・多摩地区とも減収

＜増減要因＞
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６．流通業の実績６．流通業の実績

△ 3.09,4639,753駅 売 店 業

％

△ 2.43,7233,817減 価 償 却 費

△ 6.8170,445182,973外部顧客に対する営業収益

△ 0.314,48414,523そ の 他

△ 6.9172,455185,237営 業 収 益

－2,0102,263セ グ メ ン ト 間 取 引

△ 18.44,7365,803営 業 利 益

△ 1.54,8744,946資 本 的 支 出

△ 5.611,74612,439書 籍 販 売 業

△ 7.338,30641,317ス ト ア 業

△ 8.196,444104,939百 貨 店 業

増減率2010/32009/3

〈単位：百万円〉〈単位：百万円〉
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-11.4% -11.9%-10.3%

-13.1%

-11.9%

-14.0%

-10.5%

-6.5%

-13.4%

-5.8%
-7.4%

-5.1%

-10.1%-10.6%
-8.9%

-12.0%

-9.0% -9.1%
-10.1%

-12.4%

-7.0%-8.4%

-5.6%

-3.2% -2.5%

-8.3%

-15.0%

-13.0%

-11.0%

-9.0%

-7.0%

-5.0%

-3.0%

-1.0%

4月 5月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

東京地区14社27店(※)

京王百貨店新宿店

＜新宿店の月別対前年売上高増減率の推移＞

６ー１．京王百貨店の営業状況６ー１．京王百貨店の営業状況

△ 879781,066営 業 収 益

△ 77861939新 宿 店

△ 10

億円

増　減

億円億円

116127聖 蹟 桜 ヶ 丘 店

2010/32009/3

＜京王百貨店の営業収益＞

※　記載の数値は個社単体ベース、新宿店の売上には外商部門の売上が含まれる

（※）出典　日本百貨店協会「東京地区百貨店売上高概況」より

　平均
2009年4月
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７．不動産業の実績７．不動産業の実績

％

4.94,1403,945減 価 償 却 費

6.423,03321,653外部顧客に対する営業収益

△ 16.11,1611,383そ の 他

5.725,33023,964営 業 収 益

－2,2962,310セ グ メ ン ト 間 取 引

△ 3.39,1369,447営 業 利 益

31.019,93615,212資 本 的 支 出

21.33,8233,151不 動 産 販 売 業

5.418,04817,119不 動 産 賃 貸 業

増減率2010/32009/3

〈単位：百万円〉〈単位：百万円〉
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７－１．不動産業営業利益７－１．不動産業営業利益

△ 3

2   

△ 5 

億円

増　減

8186不 動 産 賃 貸 業

億円億円

9194営 業 利 益 合 計

107不 動 産 販 売 業

2010/32009/3

＜不動産業営業利益の内訳＞

※　連結各社の実績に基づき簡便的な方法により算出

○不動産販売業：みなみ野シティ土地の販売により増益

○不動産賃貸業：賃貸資産の計画的な修繕経費の行使などにより減益

＜増減要因＞
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８．レジャー・サービス業の実績８．レジャー・サービス業の実績

△ 11.316,02118,058旅 行 業

％

6.54,1263,875減 価 償 却 費

△ 7.060,81365,374外部顧客に対する営業収益

△ 6.56,1566,586そ の 他

△ 7.865,20070,684営 業 収 益

－4,3865,309セ グ メ ン ト 間 取 引

△ 16.12,7773,310営 業 利 益

△ 33.83,6125,460資 本 的 支 出

△ 15.04,4795,270広 告 代 理 業

△ 3.734,15635,459ホ テ ル 業

増減率2010/032009/03

〈単位：百万円〉〈単位：百万円〉
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88.5%

75.6%

87.6%

85.0%

75.5%

95.0% 95.0%

88.7%
91.9% 91.4% 90.0%

79.5%

91.4% 91.4%

72.5%
69.7%

66.3%

74.1%

75.1%

75.9%
80.6% 80.9%

76.0%

69.9%

81.8%

84.1%

60%

70%

80%

90%

100%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

京王プラザホテル（新宿）

東京地区主要ホテル平均（※）

８ー１．京王プラザホテルの営業状況８ー１．京王プラザホテルの営業状況

△ 11258270営 業 収 益

億円

増　減

億円億円

2010/32009/3

＜京王プラザホテルの営業収益＞

※　記載の数値は個社単体ベース

＜京王プラザホテル(新宿)の月別平均客室稼働率の推移＞

（※）出典　㈱オータパブリケーションズ　「週刊ホテルレストラン」より（一部当社にて算出）

　平均2009年4月
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９．その他の実績９．その他の実績

12.46,6315,901車 両 整 備 業

％

△ 4.0459478減 価 償 却 費

11.224,81722,321外部顧客に対する営業収益

1.4989976そ の 他

1.459,10058,305営 業 収 益

－34,28335,984セ グ メ ン ト 間 取 引

27.23,1982,514営 業 利 益

248.5642184資 本 的 支 出

29.38,1266,287建 築 ・ 土 木 業

△ 1.09,0699,156ビ ル 総 合 管 理 業

増減率2010/32009/3

〈単位：百万円〉〈単位：百万円〉
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Ⅱ．Ⅱ．京王グループ中期５カ年経営計画　　京王グループ中期５カ年経営計画　　

　　（　　（20102010～～20142014年度）～転換と強化～年度）～転換と強化～
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１．経営環境の現状　　　　１．経営環境の現状　　　　

　不透明な　
　消費動向

出控え・

買い控え

不動産取引

の低迷
雇用の減少

その他
不透明要素

企業経営へ波及

国内経済の長期悪化、深刻化

デフレの

長期化

少子高齢化

京王グループ

運輸

流通

不動産

ﾚｼﾞｬｰ･
ｻｰﾋﾞｽ

その他
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２．基本方針２．基本方針 ①　〔継続的取組み〕①　〔継続的取組み〕

① 公共輸送機関として欠かすことのできない安全性のさらなる向上

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

調布駅付近連続立体交差事業

ＡＴＣ（自動列車制御装置）の整備

駅のバリアフリー化

＜ 鉄道の大規模投資のスケジュール（予定）＞

橋上駅舎の使用を開始し、バリアフリー
化が完了した永福町駅

《調布駅付近連続立体交差事業》　　　　
　国領駅線路下の状況

ＡＴＣ化が完了した相模原線を走る京王
線9000系車両
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２．基本方針２．基本方針 ②　〔継続的取組み〕②　〔継続的取組み〕

② 吉祥寺、調布、笹塚などの拠点開発をはじめとした沿線の活性化の推進

調布 新宿

京王重機ビル
建替え

京王吉祥寺駅ビル
建替え

＜ 沿線拠点開発地域 ＞

鉄道の連続立体交差
事業完了後の地上利用

吉祥寺

笹塚

京王吉祥寺駅ビル（完成予想図） 調布地区（現況）

聖蹟桜ヶ丘ＳＣの活性化

保有資産の
将来構想を検討

聖蹟桜ヶ丘
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２．基本方針２．基本方針 ③　〔転換と強化〕　③　〔転換と強化〕　

① コスト構造の転換

＜ 営業収益、営業利益率の見通し ＞

【中期５カ年経営計画の前提条件】

（鉄道の輸送人員）　・当社沿線市区の将来人口予測は2015年度まで増加基調
　 　 ・生産年齢人口は2010年度以降減少傾向　　　　　　　　　　

（不動産賃貸収入）　・個別の物件ごとに契約内容や賃料相場を勘案し積み上げ
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２．基本方針２．基本方針 ④　〔転換と強化〕④　〔転換と強化〕

② 財務体質の強化

＜ 資本的支出、減価償却費の見通し ＞
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３．利益水準の回復３．利益水準の回復

＜ 当期純利益、ＥＢＩＴＤＡの見通し ＞

（注）ＥＢＩＴＤＡ＝営業利益＋減価償却費
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４．財務体質の改善４．財務体質の改善

＜ 貸借対照表のイメージ（２００９年度末ｖｓ２０１４年度末）＞

総資産

純資産

（2009年度末）

自己資本比率 ４０％
Ｄ／Ｅレシオ　1.1倍

（2014年度末）

純資産

(＋)５カ年利益
(△)配当金

有利子負債

3,087億円

（負債その他）

2,495億円

（負債その他）

有利子負債
3,300億円

対2009年度末
＋10％以内

総資産
8,000億円

程度

５カ年投資 ＋2,500億円
５カ年償却等△1,800億円

7,317億円
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５．経営目標　〔５．経営目標　〔20142014年度目標〕年度目標〕

＜　営業収益、当期純利益、ＥＢＩＴＤＡ、有利子負債　＞　

2009年度(実績)

　 3,087億円

　　658億円

　　119億円

　4,032億円

有利子負債

ＥＢＩＴＤＡ（注）

当期純利益

営業収益

　　 3,3003,300億円億円

　　700700億円億円

160160億円億円

4,1004,100億円億円

20142014年度（目標）年度（目標）

＋213億円

＋42億円

＋41億円

＋68億円

2009年度実績

対

2014年度目標

（注）ＥＢＩＴＤＡ＝営業利益＋減価償却費
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６．京王グループ中期５カ年経営計画の概要　　　６．京王グループ中期５カ年経営計画の概要　　　

＜ 当５カ年における基本方針 ＞

＋

将来にわたり発展・成長する企業

＜継続的取組み＞

安全性の向上、沿線の活性化

＜５カ年重点テーマ＞

「転換と強化」

利益水準の回復

株主還元策

強固な財務体質
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７．株主還元策７．株主還元策

連結配当性向３０％以上を目標とする

株主還元策を導入
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Ⅲ．Ⅲ．20102010年度重点施策・業績予想年度重点施策・業績予想
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対処すべき課題と重点対処すべき課題と重点施策施策

さらなる安全性・サービスの向上

安全性の向上

安心・快適な輸送サービスの提供

大規模工事の推進

さらなるさらなる安全性・サービス安全性・サービスの向上の向上

安全性の向上

安心・快適な輸送サービスの提供

大規模工事の推進

沿線の活性化　～街のチカラに～

沿線拠点開発の深耕と具体化

新たな施策への取組み

沿線の活性化　～街のチカラに～沿線の活性化　～街のチカラに～

沿線拠点開発の深耕と具体化

新たな施策への取組み

2010年度重点施策　



33

１．１．さらなるさらなる安全性・サービスの向上安全性・サービスの向上 ①①

設備投資
スケジュール

ＡＴＣ(自動列車制御装置)の整備
＜安全性向上＞

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

地下駅火災対策
＜安全性向上＞

駅のバリアフリー化
＜バリアフリー化＞

調布駅付近連続立体交差事業
＜安全性向上＞

2008年度完了

新造車両導入
＜安全性向上など＞

　

＜鉄道事業における主な設備投資の進捗状況＞　

2009年度完了

済

済

京王線

井の頭線

2010年度完了予定

2011年度完了予定

2010年度完了予定 （下北沢駅除く）

2012年度完了予定

笹塚以西の鉄道立体化
＜安全性向上＞

　

2013年度以降
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１．１．さらなるさらなる安全性・サービスの向上安全性・サービスの向上 ②②

安全性の向上

ＡＴＣ(自動列車制御装置)の整備

　　鉄道技術基準の改正に基づき、曲線等における列車の速度超過対策、踏切冒進対策として　　　　
　　全線で整備を進める。2010年3月に相模原線（調布駅～橋本駅間）でＡＴＣの使用を開始。　　　　
　　2010年度末に京王線、2011年度末に井の頭線での使用開始に向け、引き続き工事を継続。

＜ＡＴＣ導入による効果＞　

従来のATS（自動列車停止装置）に比べ、列車速度
をさらにきめ細かく制御するほか、曲線・分岐などで、
制限速度を超えないよう自動的に列車を減速させる
ことが可能となり、安全性が一層高まる。　

ＡＴＣ化のスケジュール

新宿

渋谷

吉祥寺

明大前

橋本

京王八王子

高尾山口
調布

ＡＴＣによる列車制御のイメージ

ATCの使用を開始した相模原線

京王線
2010年度予定

井の頭線
2011年度予定

相模原線
2009年度完了
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１．１．さらなるさらなる安全性・サービスの向上安全性・サービスの向上 ③③

安心・快適な輸送サービスの提供

駅のバリアフリー化

　　バリアフリー新法に基づく駅の段差解消を図るため、橋上駅舎化など駅改良工事を推進する。　　
　　2009年度末現在、全69駅中56駅で段差解消済み。2010年度末までに下北沢駅を除く全駅で完了予定。

【橋上駅舎化】　

　エレベーターやエスカレーター、南北自由通路などを備えた橋上駅
　舎とすることでバリアフリー化を図る。あわせて店舗を併設するなど、
　さらなる駅の利便性向上も図る。

　〔2010年度 バリアフリー化予定駅 ： 計９駅〕

　 　芦花公園駅・つつじヶ丘駅・西調布駅・武蔵野台駅・多磨霊園駅・
　 　東府中駅・百草園駅・南平駅・富士見ヶ丘駅

【エレベーター設置等】

　現在の駅施設にエレベーターやスロープなどを設置し、バリアフリー
　化を図る。

　〔2010年度 バリアフリー化予定駅 ： 計３駅〕

　　千歳烏山駅・平山城址公園駅・新代田駅
東府中駅完成イメージ

《現在進めている橋上駅舎化の例》

芦花公園駅完成イメージ
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１．１．さらなるさらなる安全性・サービスの向上安全性・サービスの向上 ④④

大規模工事の推進

調布駅付近連続立体交差事業

　　京王線の柴崎駅～西調布駅間約2.8kmと、相模原線の調布駅～京王多摩川駅間約0.9kmの区間を　　　
　　地下化することにより、18ヵ所の踏切を解消する。事業完了は2012年度を予定。　　　　　　　　　
　　2010年度は、シールドトンネルの掘進を完了するほか、調布駅などの駅部躯体築造などを推進する。　　　
　　　　　　　　　　　　

調布駅

布田駅

国領駅

新宿方面

京王八王子方面

橋本方面
掘進完了区間 掘進予定区間シールドマシン

《工事進捗状況》

掘進完了

　調布駅西側立坑の様子　　　　　　　　　　　　
（調布駅～西調布駅間、調布駅～京王多摩川駅間の　
上り線トンネルが貫通）

　 笹塚以西の鉄道立体化

　　 事業主体である東京都とともに事業化に向け、代田橋駅～つつじヶ丘駅付近の都市計画および環境
　　　影響評価の手続きを進めていく。　　　　　　

〔シールドマシンによるトンネル掘進〕

〔国領駅・布田駅・調布駅の駅部など〕

　　線路下の掘削と躯体築造を進める
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２．沿線の活性化　２．沿線の活性化　 ～街のチカラに～～街のチカラに～ ①①

沿線拠点開発の深耕と具体化

京王吉祥寺駅ビルの建替え

　 拠点開発による収益力や当社グループのブランド力向上を目指すとともに、建物の耐震性強化による
　　鉄道駅を含めた総合的安全性向上を目的に駅ビル建替工事に着手する。　

　　2014年度の開業を目指し、工事と並行してビルコンセプトなどの検討を推進する。　　

完成予想図 （地上10階、地下2階）
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永福町駅ビル （完成予想図）

<1F>　キッチンコート(京王ストア)

<2F>  K-Shop(京王ﾘﾃｰﾙｻｰﾋﾞｽ)など物販・サービス店

<3F> 京王キッズプラッツ(保育所）など物販・サービス店

入居が予定されている店舗・施設（イメージ）　　　　　　　　　　　　　　
左：キッチンコート（京王ストア）、右：京王キッズプラッツ（保育所）

新たな施策への取組み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　商業系施設の展開

バリアフリー化などの駅改良工事にあわせ、新たに創出されるスペースを商業施設として展開し
　 ている。保育所の設置など当社グループの出店を進め、利便性向上や収益力の強化を目指す。

２．２．沿線の沿線の活性化活性化　　 ～街のチカラに～～街のチカラに～ ②②

《商業施設展開の事例　永福町駅　2011年3月完成予定》
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２．２．沿線の活性化　沿線の活性化　 ～街のチカラに～～街のチカラに～ ③③

(仮称)緑町３丁目マンション(完成予想図）
〔社員寮跡地に建設〕

新たな施策への取組み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　住居系施設の展開

　　　開発可能な当社社有地が減少するなか、既存社有地の開発だけでなく、既存施設の建替えや当社　
　 グループの各所有地の活用を検討するなど賃貸資産の拡充に取り組む。

アコルト新宿落合(2009年4月完成)　　　　　
〔京王百貨店 小滝橋物流センター跡地に建設〕
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２．２．沿線の活性化　沿線の活性化　 ～街のチカラに～～街のチカラに～ ④④

新たな施策への取組み

　シニアレジデンス事業への参入　

　　高齢者の増加にともない高度且つ多様化するニーズに応えるため、安心で快適なライフステージの
　　提供を目的とし、沿線価値の向上につなげるとともに、収益の確保と当社グループの業容拡大を図る。
　　１号店開業に向け、運営サービスの内容・体制を確立させ、新会社を設立する。

【施設一覧】

2011年4月予定京王キッズプラッツ永福町

2010年4月京王キッズプラッツ南大沢

2008年9月京王キッズプラッツ烏山

2008年4月京王キッズプラッツ高幡

2008年3月京王キッズプラッツ多摩川

開設時期施設名

京王キッズプラッツ南大沢

　子育て支援事業の推進　

　　選ばれる沿線の価値の一つである、「子育てしやすい沿線のイメージ」の定着をはかり、将来にわ
　　たって子育て世代に住んでいただくことを目的に事業を開始。現在では沿線に東京都認証保育所を
　 ４施設展開している。
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新たな施策への取組み

　カード戦略の進展　

　　当グループのハウスカードとして長年ご愛顧いただいている“京王パスポートカード”について、
　　よりお客様にご利用いただけるよう提携カードの刷新を検討するとともに、ポイントメニューの多
　　様化などの会員サービスの増強や顧客分析による販促活動の強化により、カード会員や取扱高の増
　　加を図る。

２．２．沿線の活性化　沿線の活性化　 ～街のチカラに～～街のチカラに～ ⑤⑤

会員数の増加＝グループ内取扱高の増加を目指す

提携カードの刷新

顧客分析・販促活動の強化ポイントメニューの多様化

《今後のカード戦略の具体的取り組み（イメージ）》
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[[参考参考] ] 沿線の活性化　沿線の活性化　～街のチカラに～　～街のチカラに～　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　20092009年度のトピックス年度のトピックス

＜優良賃貸物件の取得＞

安定的であり、競争力を持つ優良賃貸物件について、都心部を中心に取得
の検討を行ってきた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2009年3月に「日本橋小網町ビル」の一部を取得したほか、12月に商業施設
「新宿三和東洋ビル」を取得。このほか、オフィスビルの取得・保有を目的と
したＳＰＣへの匿名組合出資なども実施し、収益基盤の強化を図った。

＜フードテーマパーク 「東京ミートレア」 オープン＞

＜「武蔵野タワーズ　タワーズモール」内に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　「キッチンコート」三鷹店をオープン＞

2009年12月にオープンした複合型商業施設「フレンテ南大沢（新館）」の最
上階に日本初のお肉料理のテーマパークとしてオープンした。　　　　　　　　
沿線住民の余暇ニーズの充足による沿線価値向上と、話題性のある集客
施設として鉄道利用の増加にも寄与した。

新宿三和東洋ビル（外観）

東京ミートレア（施設内）

キッチンコート「三鷹店」

2010年3月、ＪＲ中央線三鷹駅北口徒歩2分という好立地に、上質な食材を
豊富に取り揃えた「キッチンコート」三鷹店(京王ストア)がオープンした。　　　
この施設の一部は当社がサブリースという形で運営しており、優良な当社
グループ店舗の拡充を推進した。
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３．３．その他の取組みその他の取組み

経営体制の整備

　　・ 国際会計基準への対応として、体制の整備や方針を策定し、準備を進める

　・事業継続活動に基づく、大規模災害や新型インフルエンザの発生リスクに備えた　　　
　　危機管理体制の維持向上

　　　　　

環境活動への取組み

　・グループとしての環境関連法規制強化への対応、環境マネジメントシステム活動に　　
　　積極的に取り組む

・京王線7000系車両18両をエネルギー効率のよいＶＶＶＦインバータ制御装置へ改造し、
　　2010年度末の整備率を96％とする

周年事業の検討

・2013年度の京王線・路線バス開業100周年に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 向けた施策の検討を開始

　 省エネルギー化を進める京王線7000系車両
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　　 20102010年度業績年度業績予想予想
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１．連結１．連結損益損益計算書計算書 〈単位：億円〉〈単位：億円〉

　　　　　　　　　運輸業　　　　流通業　　　不動産業　　　ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業　　 その他

（営業収益） △ 1億円　 　 △ 57億円 　 △ 10億円 　 　＋ 33億円 　 △ 39億円

（営業利益） 　 ＋ 1億円　 △ 8億円　 △ 11億円　　 ＋ 2億円　 △ 18億円

（注）１．連結ＥＢＩＴＤＡは、連結営業利益　＋　減価償却費 により算出している。

　　　２．事業セグメント別の営業収益、営業利益の増減額には、セグメント間取引を含む。

％

△ 4.4△ 29629658連結ＥＢＩＴＤＡ

0.41360358減 価 償 却 費

4.45    125119連 結 当 期 純 利 益

△ 11.7△ 30232262連 結 経 常 利 益

△ 10.5△ 31268299連 結 営 業 利 益

△ 2.0△ 823,9504,032連 結 営 業 収 益

増減率増減額
2011/3

予想
2010/3

△ 19.4△ 150625776　 資 本 的 支 出[参考]
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１－２１－２.   .   主主な業績の変動な業績の変動要因　要因　 （（20102010年度業績予想）年度業績予想）

＜不動産業：＜不動産業：減収減益減収減益＞＞

＜ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業＜ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業
　　　　　　　　：　　　　　　　　：増収増益増収増益＞＞

＜流通業：＜流通業：減収減益減収減益＞＞

＜運輸業：＜運輸業：減収減収増益増益＞＞

＜その他：＜その他：減収減益減収減益＞＞

[[連結営業収益・営業利益連結営業収益・営業利益]]

→（不動産賃貸業）商業施設の建替えにともなう賃料
　　　　　　　　　収入の減

→（建築･土木業、車両整備業）受注減

→（タクシー業）需要減

→（旅行業、広告代理業）取扱高の回復

→（百貨店業、ストア業、駅売店業）売上減
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２．２．事業事業セグメント別セグメント別 収支予想収支予想

営業利益営業収益

4,032

△ 459

4,491

591

652

253

1,724

1,270

2010/3

3,950

△ 468

4,417

552

686

243

1,667

1,269

2011/3  
予想

△ 2.0

－

△ 1.7

△ 6.6

5.2

△ 4.1

△ 3.3

△ 0.2

％

増減率

△10.5

－

△10.7

△59.4

8.0

△12.4

△17.7

0.9

％

増減率

3947流 通 業

8091不 動 産 業

278311小 計

1331そ の 他

268299合 計

△ 9△ 11連 結 修 正

3027ﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽ業

114112運 輸 業

2011/3 
予想

2010/3

〈単位：億円〉〈単位：億円〉
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３．３．事業セグメント別事業セグメント別 資本的資本的支出支出

連結資本的支出

776

△ 6

6

36

199

48

492

2010/3

625

△ 10

9

34

146

47

398

2011/3予想

△ 150

△ 3

2

△ 1

△ 53

△ 1

△ 93

増減額

流 通 業

不 動 産 業

そ の 他

合 計

連 結 修 正

ﾚ ｼ ﾞ ｬ ｰ ・ ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 業

運 輸 業

〈単位：億円〉〈単位：億円〉
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４．４．鉄道事業運輸成績鉄道事業運輸成績　　（（20102010年度年度業績予想業績予想））

116

189

△ 73

△ 110

37

千人

増　減

％千人千人

0.0633,291633,175合 計

0.1268,668268,479定 期 外

△ 0.0

△ 0.0

0.0

364,623

272,675

91,948

364,696

272,785

91,911

定 　 　 　 期

（ 通 　 　 勤 ）

（ 通 　 　 学 ）

増減率
2011/3

予想
2010/3

19

11

8

7

0

百万円 ％百万円百万円

0.079,20079,180合 計

0.045,56745,556　 定 期 外

0.0

0.0

0.0

33,632

29,997

3,635

33,624

29,989

3,634

定 　 　 　 期

（ 通 　 　 勤 ）

（ 通 　 　 学 ）

＜旅客運輸収入＞

＜輸送人員＞
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裏表紙

【連絡先】

京王電鉄株式会社　

　総合企画本部　経理部

　　　齋藤　金子

　PHONE　：042-337-3135

　FAX　　：042-374-9810

この説明資料には、現時点における将来に関する前提・見通しに基づく予測

が含まれております。実際の業績は、様々な要因により記載の予想数値と異

なる可能性があります。
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